
部分床義歯の
設計と咬合

－インプラントより義歯で治す３１提言－

全部床義歯の痛み
－原因の解明と対策－

　患者さんに満足してもらえる義歯をつくりたい，保険で採
算のとれる義歯をつくりたいとお考えの先生方におすすめし
ます．また，咬合理論では，咀嚼・咬合論からさらに発展した
義歯安定のための理論を展開しています．

　咬合とは，咬合高径，咬合面，咬合接触の３要素から成り立
っています．それぞれの正しい臨床的基準とその根拠を理解
することによって，上記事項の解決策が明瞭に見えてきます．
咬合をさらに突き進めて勉強したい先生方におすすめします．

　これから咬合を勉強したい方におすすめします．著者の考
える咬合理論の基本的な事項のみを記載しています．また，
考え方を共有するためにスタッフに読んでもらいたい一冊で
す．

　咀嚼機能を真に回復し，長期にわたってトラブルがなく，咬
合の安定する部分床義歯をつくるには？ブリッジといかに複
合して設計し作製すればよいかを「３１の提言」を示して明確
に解説しました．
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本書の刊行に
あたって 　日本顎関節学会は，2013年に「顎関節症の病

態分類」を公表しました．この分類は，Ⅰ型から

Ⅳ型に分けられ，Ⅲ型は，関節円板障害型の顎関節症で，それには復位

性と非復位性があり，Ⅳ型は変形性関節症とされています．

　著者は昔，顎関節症に関して次のような疑問をもったことがあります.

★Ⅲ型とⅣ型の顎関節症の治療法は，どのように違うのか．

★顎関節症の治療とは，関節円板を正常に復位させることや，変形した

　下顎頭を元の形態に戻すことだろうか．

★関節円板が前方転位を起こしたり，顎関節に変形をきたす病因は，本

　当に異常習癖やストレスなどの精神心理的因子の複合したものか．

★顎関節症の治療にスプリントを用いるが，その厚さは何mmで，咬合調

　整はどのようにするのか．

　これらの臨床的根拠はどこにあるのか．顎関節症の病因や治療法は，

今日においてもまったく解明されていません．咬合性外傷，歯周疾患，

そして，ブラキシズムの病因もまた，明らかになっていないのです．本

書を読んでいただければ，大学で学んだ咬合の概念が一変し，上記の疑

問に対する回答を得ることができます．

　また，本書の咬合理論を実践に生かせば，明日からの治療が変わり，診

療時のストレスがなくなります．そして何よりもうれしいのは，患者さん

が笑顔で来院されるようになることです．なぜなら，患者さんは日々の治

療をとおして，徐々にそして確実に，嚙めることを実感されるからです．

丹羽克味

咬合は，どのようにして完成し，咀嚼や会話の機能をどう司り，生涯をとおしてどのように変化するか．この解明から，正しい咬合と咬合病の姿がみえてくる．
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